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大阪難波ロータリークラブ週報 

今 日 の 卓 話 

１０月２８日（木） 
テーマ 
 「各委員会活動計画説明」 
卓話者   

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

１１月４日（木） 

テーマ 

     「自己紹介」 

卓話者   

     日髙雅哉会員 

     坂本正樹会員 

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：西原芳博  幹事：中川静夫  会報・雑誌委員長：赤坂 宏  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

（国際ロータリー会長 シェカール・メータ ） 

 ２０２１-２０２２年度 国際ロータリーのテーマ 

「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」 

（第2660地区ガバナー 吉川秀隆 ） 

 ２０２１．１０．２８  №２１２２ 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計    ￥１９０，０００ 

本日までの累計    ￥５４０，０００(40％達成) 

10月末の予算額  ￥１，３３０，０００ 

出 席 報 告 

前回 １０月２１日 ３週前 ９月３０日(休会) 

会 員 総 数 ５ ８ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率 

出 席 会 員 数 ３ ７ 名 

出 席 率 ７ ３ ％ 

これからの予定 

11月 4日（木）例会・定例理事会・直前会長幹事慰労会  11月11日（木）例会 

11月13日（土）・14日（日）道頓堀リバーフェスティバル  

11月18日（木）例会・新入会員歓迎会          11月25日（木）例会 

第４回例会  本日のプログラム 

開 会 （点鐘） 通算第２１２２回例会 

・ロータリーソング「四つのテスト」 

・ソングリーダー  岡本真一郎会員 

・来客紹介     友好委員 

 

会 食 

・歌とピアノ    木下裕子  

・会長報告     西原芳博会長 

・幹事報告     中川静夫幹事 

・委員会報告    各委員長 

・出席報告     出席委員 

・ニコニコ箱報告  ＳＡＡ 

・卓話    

 

閉 会 （点鐘） 

職業分類委員会：夏 明義委員長 
職業分類の充填部門を埋めるよう
努力すると共に、今後の大阪難波
ロータリークラブに適合した又時
代の流れや地域性にあわせて職種
について検討し、必要と認めれば追加し、適切な
職業分類を行います。 
 
職業奉仕委員会：米澤 勉委員長 
今年度の職業奉仕委員会では、例
年通りの修学旅行生への職業体験
講話、職業奉仕月間での卓話や他
の事業との共催も検討したうえ
で、職業奉仕フォーラムを開催したいと考えてお
ります。コロナ禍でありますので、計画も随時見
直しながら活動していきたいと思います。一年
間、何卒よろしくお願いいたします。 
 
社会奉仕委員会：三島敏宏委員長 
今年度の社会奉仕活動計画は大き
く４つあります。子ども食堂の支
援、道頓堀リバーフェスティバル
でのチャリティー活動、献血活
動、四天王寺悲田院慰問活動です。その中で今期
は地域に密着した新たな取り組みとして、大阪市
中央区の子育て支援担当課長様と相談し「こども
食堂」ボランティア団体「しま☆ルーム」さんの
支援を計画しております。 

支援の理由と内容につきまして、現況ではコロナ
禍により子どもの貧困問題は顕著であり社会問題
となっています。運営継続が場所やコスト面で継
続困難になっている食堂が増えているのが現状で
あり、そこで先方と打ち合わせをし必要とされる
物品や食材の寄贈を支援させて頂きます。 
具体的な内容は、大阪市中央区「北御堂」にあ
る、しま☆ルームが所属している「中央区こども
居場所連絡会」にの共同スペースに業務用冷凍庫
の寄贈。子どもたちにおなかいっぱいになっても
らうため、お米４００㎏の寄贈となっています。 
財源は、地区補助金と大阪難波ＲＣと折半させて
いただきます。 
また１１月１３・１４日に開催される「道頓堀リ
バーフェスティバル」の会場でチャリティーバ
ザーを行わせていただきます。 
3月の献血活動についても例年通り、まいどなんば
献血ルームにて献血活動を行って参りたく考えて
おります。今年も企業単位や従業員のかた、ご家
族など是非お声掛けいただきご協力お願いいたし
ます。 
四天王寺悲田院慰問活動ですが今年度も先方と打
ち合わせを行い、許される範囲で奉仕活動を行い
たいと思っています。 
 
 
 
 

 ♪ 四 つ の テ ス ト 

  真実かどうか 

  みんなに公平か 

  好意と友情を深めるか 

  みんなのためになるかどうか 

佐賀・長崎豪雨災害義捐金 

令和３年８月に発生しました 

豪雨被害に対する義捐金への 

ご協力ありがとうございました。 

３６，０００円 

の募金を頂きました。 

１０月 入会記念日 おめでとうございます 
 

 10月 3日 川上次郎会員 令和元年   10月  5日 西野文秀会員 平成18年 

 10月12日 数井康幸会員 平成29年     10月20日 菰田吉見会員 平成17年 

静岡県熱海市豪雨災害義捐金 

令和３年７月に発生しました 

豪雨被害に対する義捐金への 

ご協力ありがとうございました。 

４７，０００円 

の募金を頂きました。 



★来客紹介：宮本友好委員 
 
 西原会長のゲスト 
  吉田啓介様 
 
★会長報告：西原会長 
新型コロナウイルス感染者数も減少の一途をたど
り、にわかに経済も活気を取り戻しつつあります
が、クラブとしても11月、12月で遅れた３ヶ月分を
挽回すべく各委員長がひた向きに準備を整えてくれ
ています。さて、先週から各委員長による活動計画
を発表して頂いていますが、その内容にとどまら
ず、今期開始前から相当な労力と時間を費やしてお
られます。先週、発表がありました清水友好委員長
におかれましても、中川、松田両副委員長と共に11
月の直前会長幹事慰労会、新入会員歓迎会、クリス
マス忘年会などに向けてホテルの下見やタイムスケ
ジュール管理など、既に相当数の打ち合わせをこな
して頂いております。又、本間出席プログラム委員
長は、例会中止が相次ぐ中、その都度卓話の順番変
更を調整して頂いたり、赤坂クラブ会報・雑誌委員
長は例会中止による週報の代替として皆様にお届け
しておりました臨時報においても、ロータリー活動
が動かない状況下でも事務局の安部さんと協議を重
ね、あらゆるロータリーの情報提供を毎週行って頂
いております。川口会員増強委員長におかれまして
は、コロナ禍でも入会候補者との対面を実現するた
め食事の場を少人数で人目を忍んで設けて頂いたり
と空白の3ヶ月でも様々な方がこのクラブの為に勢
力的に取り組んでおられます。この沢山のクラブへ
の無償の愛を無駄にせぬよう、皆様に知って頂く事
が直前会長がかかげられていた世代をつむぐという
事につながるのではないかと思います。そして、皆
様のお気持ちを感じれた事と申しますと、ニコニコ
箱も1週目41名出席で42通のニコニコを拝領しまし
た。このニコニコ箱は、そもそもは昭和11年7月に
大阪ロータリークラブが藤原九十郎氏提唱のもと初
めて設置されました。藤原氏は昭和11年8月に開催
された第七十区東京協議会の席でコミュニティサー
ビス委員の活動においてとして社会サービスのすす
めの基金捻出の為に会員に嬉しい事、誕生日、ゴル
フその他の競技でカップをもらった時、お孫さんが
生まれたとき、日曜日の散歩で自動車に乗るのをや
めてセーブした時などの喜びを伝える箱としてニコ
ニコ箱を紹介しています。これは、嬉しい事だけで
なく例会も面白く和やかになり、かつ社会奉仕の為
の資産を得る方法として一石二鳥の試みであるとも
語っております。この協議会での報告が発祥となり
全国に広まりました。ここで強く感じるのは、喜び
や楽しみをロータリーで分かち合って、それを社会
にも還元していくというロータリーならではの親睦
の延長線上に奉仕があるという事がニコニコひとつ
をとっても実践されているという事でした。 
会員の皆様におかれましては、7～9月にためこまれ
た喜びや楽しみを是非ご遠慮なくニコニコ箱を通じ
て大阪難波RCの仲間に知らして頂けますようお願い
申し上げて会長報告を終わらせて頂きます。 

★幹事報告：中川静夫幹事 
1.来々週11月4日例会終了後、定例理事会開催させ

ていただきますので、理事役員の方はご出席下
さい。 

2.谷口会員、北橋会員ご推薦の長崎武氏、夏会
員、川口会員ご推薦の段正峰氏の入会が決定
し、本日インフォメーションと入会式が行われ
ました。 

 
★委員会報告 
◇社会奉仕委員会：三島委員長 
災害支援金の募集について。多発しております線状
降雨帯による大雨により、８月に佐賀、長崎にて豪
雨災害が発生しました。災害地区を抱える第2740地
区（佐賀・長崎）の災害支援本部より、全国の地区
へ支援金の要請がありました。第2660地区より、各
クラブのご協力のもと支援金を募り、被災された各
地区へお届けすべく支援金の募集案内がまいりまし
た。募集期限もあることから、第2660地区に４万円
を支援金として既に送金させて頂きましたので、例
会再開させて頂きました本日、会員皆様より災害支
援金を募りたく、支援金募金箱を回しますのでご協
力をお願い致します。 
 
★ニコニコ箱報告：岡本副SAA 
上杉竜太郎様：大阪難波ロータリークラブの皆様、大

変ご無沙汰しております。まずは例会、
及びロータリー活動の再開、誠におめで
とうございます。 
この度は、私の突然の勝手な申入れにも
かかわらず、ご承認を賜り有難うござい
ました。また、本年度は大役を仰せつ
かっていながら、年度早々にそれを放り
出しての退会となりました事、心よりお
詫び申し上げます。 
僅か六年足らずのロータリークラブ活動
で、まだ何もクラブにご恩返しも出来て
おりませんでしたが、クラブでの素晴ら
しい経験と皆様と頂けたご縁を糧に、こ
れからしばらくは本業でしっかりと頑
張って参る所存でございます。在籍中皆
様方には、家族共々大変お世話になり、
本当に感謝してもしきれない気持ちで一
杯でございます。本来ならば直接ご挨拶
に参らねばならぬところ、３ヶ月遅れで
再開された例会、検討事案も多く、例会
のスケジュールがタイトになっていると
伺いましたので、ニコニコでのご挨拶と
させて頂きました。重ね重ねの御無礼お
許し頂ければ幸いに存じます。 
最後となりますが、大阪難波ロータリー
クラブの今後益々のご発展と皆様方のご
多幸を祈念致しております。今まで本当
に有難うございました。 

西原芳博：段さん、長崎さん、ようこそ大阪難波

ロータリークラブへ。末長くお願いい
たします。 

西原芳博：昨日の友好ゴルフコンペ、皆様多数の
ご参加ありがとうございました。お疲
れ様でした。清水友好委員長、大変お世
話になりました。有難うございました。 

中川静夫：清水友好委員長、昨日のゴルフコン
ペ、メチャクチャ早いグリーンに痛め
られましたが、楽しい一日を過ごさせて
頂きました。ありがとうございます。 

中川静夫：段さん、長崎さん、ようこそ大阪難波
ロータリークラブへ。一緒にロータ
リーライフを楽しんでいきましょう。 

北橋茂登志：長崎さん、段さん、入会おめでとう
ございます。 

北田好文：段正峰様、入会おめでとう御座居ま
す。 

夏 明義：段さん、長崎さん、ご入会おめでとう
ございます。今後ともよろしくお願い
いたします。 

白野陽一：結婚記念日、自祝。 
神田眞晃：結婚記念日、自祝。 
石川益三：結婚記念日、自祝。 
岡西豊博：段正峰様、ようこそ入会歓迎します。

今後共、よろしくお付き合い下さい。 
川口栄計：友好ゴルフコンペ、清水友好委員長、

お世話になりました。ありがとうござ
います。段さん、長崎さん、入会おめ
でとうございます。 

徐 正萊：例会再開お祝い！ 
松浦孝尚：西原会長、中川幹事、清水友好委員

長、友好ゴルフコンペお世話になりま
した。優勝させて頂き有難うございま
した。 

立花英司：友好ゴルフコンペ、清水友好委員長、
西原会長、中川幹事、大変お世話にな
りありがとうございました。 

米澤 勉：段さん、長崎さん、ご入会おめでとう
ございます。今後ともよろしくお願い
いたします。 

福田 忠：段正峰会員、長崎武会員、ご入会おめ
でとうございます。末長くお付き合い
させて頂きたく思います。よろしくお
願い致します。 

森 圭司：妻の誕生日にきれいな花をありがとう
ございます。 

清水一人：友好ゴルフコンペ、ありがとうござい
ました。 

赤坂 宏：昨日の友好ゴルフコンペ、大変楽し
かったです。清水友好委員長始め委員
会の皆様ありがとうございました。 

三島敏宏：8月に佐賀、長崎にておこりました災
害支援金の募集をさせていただきま
す。皆様ご協力ありがとうございます。 

早栗義文：寒くなりましたね。 
中川博之：秋晴れの中、友好ゴルフコンペを満喫

させて頂きました。清水友好委員長、
コンペや表彰式の手配を有難うござい

ました。西原会長、中川幹事、素敵な
お土産を有難うございました。西野さ
ん、表彰式で美味しい料理を振舞って
頂き有難うございました。 

岡本真一郎：西原会長、お世話になりました。 
長田博文：通常に例会が開催され皆様にお会いで

きる事に感謝して。 
長崎 武：本日入会させて頂き光栄です。宜しく

お願い致します。 
段 正峰：本日より入会致しました段でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 
第１回友好ゴルフコンペ一同：皆様お疲れ様でし

た。 
 
★卓話      テーマ「委員会活動計画」 
          司 会： 森田 納 副会長 
 
会場監督：森 圭司委員長 
今年度もいつまで続くかわからな
いコロナですが、前期のコロナ感
染防止を参考にしながら、その
時、その時の状況をみながら変更
が必要な場合は、会長・幹事にご指示を仰ぎなが
ら、臨機応変に対応を検討して参りたいと思って
おります。 
前期同様例会開始前に携帯電話のマナーについて
のアナウンスの実施をしますがその上、今期もコ
ロナウイルス感染防止策の為の例会マナーとして 
「マスク着用での例会出席へのご協力のお願
い」、「会食中の会話を控え、会食後にマスク着
用の上での会話へのご協力のお願い」のアナウン
スも付け加えさせて頂きます。 
例会中に使用するマイクも増設しマイク専用のス
プレー消毒液で消毒いたします。また、例年通り
２ヶ月毎に席替えも考えております。 
テーブル懇親会につきましては、会食などが世間
的に可能になれば各テーブルマスターを中心に積
極的に開催してもらいたいと思います。 
その他では、一分間ストレッチも前期同様、第二
週例会時に友好委員の方々のご協力の元、実施し
ていきます。 
また、第二週目、第三週目は副SAAの５人の方々
に順番にご協力頂きながら交代で例会の進行をお
願いしようと思っております。 
今期もまだまだコロナ禍のため例外な対応が求め
られると思いますが、出来る限りに円滑に例会が
進めれるように頑張って参る所存でございます。 
 
会員選考委員会：北田好文委員長 
コロナ禍の時代においても会員が
減少する事なくメンバーの維持が
出来ている、これは皆様が奉仕と
親睦と会員増強に力を注いでいる
証です。 
今年度もより多くの会員候補者を推薦していただ
き、夏職業奉仕委員長とよりスピーディーに審議
し、理事会への報告、選考を致します。 
 

 



大阪難波ローターアクトクラブでは、セレッソ大阪との新プロジェクトとして、AED迅速化シ

ステム「RED SEAT」の実証実験に参加させて頂きました。 

昨日10月24日（日曜日）セレッソ大阪 vs 横浜F・マリノス戦が開催されるヨドコウ桜スタジア

ムで、AEDの普及啓発、教育訓練活動を展開している公益財団法人日本AED財団・本間先生の指

導の元、AED講習会、並びに実証実験を実施しました。 

AEDを必要とする方に1秒でも早くAEDを届ける事で、スポーツ観戦中の心臓突然死ゼロを目指

す取り組み「RED SEAT」 

AEDが必要な心停止は年間7、8万人に発生している中、いつ、どこで、誰に起こってもおかし

くない病気として、スポーツ観戦中に興奮して心臓発作を起こす人もいます。 

心停止が起こった際、その救命率は1分経つ毎に10%低下し、スタジアムのような広い場所では

特に、AEDを現場に即座に届けられる仕組み作りが望まれており、「RED SEAT」のシステムが考

案されました。 

今回の実証実験では、まず、大阪難波ローターアクトクラブの参加メンバーに、AED講習会を

実施して頂きました。 

心肺蘇生トレーニングキットを使い、要救助者を見つけた際にどの様に対応したら良いのか？ 

また、胸骨圧迫による心臓マッサージのレクチャーや、実際のAEDを使ったデモンストレー

ションも実施して頂きました。 

続いて、ヨドコウ桜スタジアムに実際に設置されているAEDを、救命ボランティアとして、想

定心停止現場まで運搬し、その運搬時間を計測する実証実験を実施。 

メインスタンド、バックスタンド、ゴール裏スタンドの最上段や最下段のシートで要救助者を

発見し、敏速に近くのAEDを取りに行き、現場に駆けつけるというシチュエーションでした

が、思ったよりもスタジアムの階段が急だったり、AED設置場所まで距離があったりしました

が、若いメンバーが力を合わせて、あっちに走り、こっちに走りして、様々なシーンの実証実

験に奮闘してくれました。 

大阪難波ローターアクトクラブでは、今後も、今回の取り組みを継続し、安心・安全に試合観

戦ができ、万が一の時にも、敏速に対応できる「RED SEAT」のシステムの啓蒙、そして救命に

対する意識の啓発にも貢献していきたいと思います。          文責：中川博之 



10月20日（水）伏尾ゴルフ俱楽部にて第一回友好ゴルフコンペを開催しました。 

当日は風とグリーンの速さに悩まされましたが楽しくプレーができました。 

                            文責：清水一人 

成績結果 1位 松浦孝尚 2位 大地庸元 3位 林 博之 

長崎武会員、段正峰会員の入会式 


